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治
拾
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物
語
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け
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（
経
典
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鎌
倉
時
代
成
立
と
さ
れ
一
九
七
話
を
収
め
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
一
般
に
世
俗
説
話
集
と
評
価
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
仏
教
説
話
と
見
な
し
得
る
説
話
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
俗
説
話
集
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
日
本
古
典
文

学
全
集
』
の
よ
う
に
仏
教
説
話
に
定
義
を
設
け
な
い
ま
ま
に
、
仏
教
説
話
か
ど
う
か
を
一
つ
の
尺
度
と
し
て

用
い
て
い
る
指
摘
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

に
含
ま
れ
る
仏
教
説
話
の
数
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
定
義
に
よ
っ
て
五
〇
～
九
〇
と
大
き
く
幅
が
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
説
話
総
数
の
四
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
弱
は
仏
教
説
話
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
仏
教
説
話
の
位
置
づ
け
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
本
質
に
大
き
く
関
わ
る
問

題
と
言
え
る
。
同
時
に
、
仏
教
説
話
と
し
て
の
性
質
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
基
礎
的
な
部
分
に
揺

れ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
解
明
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

本
発
表
で
は
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
仏
教
説
話
の
位
置
づ
け
と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
べ
く
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
仏
と
経
典
・
経
文
の
表
現
を
抽
出
し
、
表
現
が
現
れ
る
各
説
話
の
類
話
と
の

異
同
の
有
無
な
ど
の
表
現
比
較
を
通
し
て
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
が
い
か
に
仏
教
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
か

（
あ
る
い
は
、
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
の
か
）
を
表
現
の
面
か
ら
捉
え
た
い
。
特
に
、
仏
に
つ
い
て
は
固
有
名

詞
で
あ
る
か
ど
う
か
、
経
典
・
経
文
に
つ
い
て
は
固
有
名
詞
や
具
体
的
な
経
文
が
出
る
場
合
の
説
話
内
で
の

表
現
効
果
を
通
し
て
、
仏
・
法
表
現
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。 

本
発
表
に
お
い
て
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
仏
教
的
な
側
面
を
積
極
的
に
評
価
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
説
話
集
全
体
の
中
で
機
能
し
て
い
る
の
か
と
い
う
一
端
を
提
示
し
た
い
。 

 

「
融
通
大
念
佛
桶
取
之
記
」
と
壬
生
寺
の
本
末
関
係 
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寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）、
壬
生
寺
（
京
都
市
中
京
区
、
本
尊
は
延
命
地
蔵
菩
薩
）
は
、
律
宗
寺
院

と
し
て
唐
招
提
寺
と
本
末
関
係
を
結
ぶ
。
こ
れ
ま
で
住
持
は
壬
生
寺
内
も
し
く
は
小
槻
氏
壬
生
官
務
家
の

人
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
唐
招
提
寺
の
僧
、
祐
海
（
一
五
八
七―

一
六
三
三
）
が
来
寺
し
、
就
任
し
た
。

祐
海
は
壬
生
寺
を
唐
招
提
寺
の
末
寺
と
し
て
寺
内
意
識
か
ら
も
位
置
付
け
る
べ
く
活
動
す
る
。 

そ
の
一
つ
が
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）「
融
通
大
念
佛
桶
取
之
記
」（
壬
生
寺
所
蔵
文
書
。
以
下
、「
桶

取
記
」
と
称
す
る
）
の
作
成
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
資
料
を
中
心
に
、
大
念
佛
と
壬
生
狂
言
を
基
底

と
し
た
、
唐
招
提
寺
と
壬
生
寺
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

「
桶
取
記
」
は
、
大
き
く
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
前
半
に
は
、
円
覚
十
万
上
人
導
御
（
一
三
一

一―

一
二
二
三
）
の
生
涯
と
彼
が
融
通
念
佛
（
大
念
佛
）
を
弘
め
た
こ
と
、
後
半
は
壬
生
狂
言
（
壬
生
寺
で

演
じ
ら
れ
る
民
俗
芸
能
。
無
言
で
あ
る
こ
と
を
芸
態
上
の
特
色
と
す
る
）
の
演
目
「
桶
取
」
の
由
来
と
宗
教
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性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
ず
「
桶
取
記
」
に
お
い
て
、
唐
招
提
寺
は
導
御
と
い
う
人
物
に
象
徴
さ
れ
、
彼
こ
そ
が
壬
生
寺
の
繁
栄

を
導
い
た
人
物
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
壬
生
寺
の
歴
史
上
に
お
い
て
唐
招
提
寺
が
欠
か
せ
な
い

存
在
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。 

次
に
、「
桶
取
記
」
は
壬
生
狂
言
の
由
来
を
述
べ
る
。
壬
生
狂
言
の
演
者
は
壬
生
寺
の
近
隣
住
民
で
あ
っ

た
。
「
桶
取
記
」
は
、
壬
生
狂
言
と
は
導
御
が
発
案
し
、
主
体
と
な
っ
て
創
始
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、「
桶
取
」
に
つ
い
て
、
題
材
と
な
っ
た
嫉
妬
譚
と
、
実
際
の
舞
台
で
は
演
じ
ら
れ
な
い
後
日
譚
に
相

当
す
る
霊
験
譚
を
語
り
、
仏
教
説
話
的
展
開
を
構
築
す
る
。
さ
ら
に
、
導
御
が
演
目
の
作
成
に
も
深
く
関
与

し
た
と
い
う
。
壬
生
狂
言
が
大
念
佛
と
い
う
宗
教
行
事
の
一
環
で
あ
る
と
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
律
僧
で

あ
る
導
御
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。 

祐
海
は
、
壬
生
寺
の
中
心
行
事
で
あ
る
大
念
佛
に
よ
っ
て
、
壬
生
寺
と
唐
招
提
寺
と
の
本
末
関
係
を
確
認

し
、
壬
生
狂
言
を
律
を
中
心
と
し
た
宗
教
的
文
脈
に
あ
ら
た
め
て
位
置
付
け
た
の
で
あ
る
。 

 

『
菅
芥
集
』
所
収
願
文
に
お
け
る
願
主
と
菅
原
為
長
に
つ
い
て 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員 
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『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
八
輯
上
に
収
載
さ
れ
た
巻
二
八
二
「
願
文
集
」
は
、
底
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
写
本
の
他
に
、
醍
醐
寺
蔵
本
お
よ
び
東
寺
観
智
院
本
蔵
等
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
写
本
か
ら
本
来
の

『
菅
芥
集
』
と
い
う
書
名
が
知
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
（
拙
稿
「『
菅
芥
集
』
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
」、『
詞

林
』
三
七
、
二
〇
〇
五
年
）。
集
録
さ
れ
る
願
文
は
、
作
者
が
菅
原
為
長
（
一
一
五
八
～
一
二
四
六
）
に
比

定
さ
れ
、
鎌
倉
初
期
の
史
料
と
し
て
価
値
を
有
し
て
い
る
が
、
『
続
群
書
類
従
』
活
字
本
の
誤
り
に
よ
り
、

『
群
書
解
題
』
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
誤
解
を
生
じ
さ
せ
て
き
た
。
本
発
表
で
は
、
最
善
本
と
目
さ
れ
る

醍
醐
寺
本
を
主
に
用
い
、『
菅
芥
集
』
所
収
願
文
に
お
け
る
願
主
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。 

醍
醐
寺
本
は
、
醍
醐
寺
第
八
十
代
座
主
の
義
演
准
后
（
一
五
五
八
～
一
六
二
六
）
が
書
写
し
た
伝
本
で
あ

る
。
観
智
院
蔵
本
に
は
、
醍
醐
寺
本
を
親
本
と
す
る
尭
円
書
写
本
（
観
智
院
本
ａ
）
と
、
観
智
院
第
十
二
世

杲
快
（
一
六
三
四
～
一
七
〇
八
）
に
よ
る
書
写
本
（
観
智
院
本
ｂ
）
の
二
つ
が
あ
る
。
こ
の
観
智
院
本
ｂ
に

の
み
、
末
尾
に
天
台
座
主
慈
源
を
願
主
と
す
る
願
文
一
首
が
見
え
る
。
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
観
智
院
聖
教
内

に
本
願
文
の
一
巻
が
見
出
さ
れ
た
。
杲
快
が
父
で
あ
る
五
条
為
適
の
所
蔵
本
を
写
し
た
際
、
同
作
者
に
よ
る

も
の
と
見
な
し
て
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
願
文
は
、
慈
源
の
師
で
あ
る
良
快
を
追
善
供
養
す
る
た

め
に
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
両
者
は
い
ず
れ
も
九
条
家
の
出
身
者
で
あ
る
。『
本
朝
文
集
』
所
収
の
為
長
自
身

に
よ
る
逆
修
願
文
に
、
九
条
家
か
ら
受
け
た
恩
顧
を
振
り
返
る
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

為
長
は
九
条
家
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
追
加
さ
れ
た
願
文
一
首
も
為
長
の
作
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。 

各
願
文
に
は
標
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
願
主
が
判
明
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
未
だ
明
ら
か
で
な

い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
願
文
の
中
に
は
、
九
条
家
や
鎌
倉
幕
府
御
家
人
に
関
係
す
る
も
の
が
複
数
見
出

せ
る
。
本
発
表
で
は
、
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
『
菅
芥
集
』
所
収
願
文
の
性
格
と
と
も
に
、
為
長
の
周
辺

に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。 


